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１ 西区の概況 大阪市内のほぼ中心に位置し、区を東西に
分けるように、中央を木津川が通っている。
面積：5.21㎢

（大阪市内24区中20番目の広さ）
人口：105,862人（市内14番目）
人口密度：20,319人/㎢（市内１番目）
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２－１ 人口推移
・大阪市の人口推移

大阪市の人口は戦前の昭和15年の約325万人をピーク（戦前のピーク）に、戦中戦後の人口減少

時期を経て、1965（昭和40）年には約316万人まで回復（戦後のピーク）した。

2020（令和2）年：275万人

1945（昭和22）年：156万人

1965（昭和40）年：316万人
※推計値の考え方

・推計にあたっては、厚生
労働省、国立社会保障・人
口問題研究所におけるデー
タ（出生・死亡の動向）を
元に、転入・転出等の状況
を基に算出されておりま
す。

・推計値でもあり、ある程
度の幅を持ってみていく必
要があります。
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２－２ 人口推移（人口増減の状況）

西区人口総数：105,862人（24区中14番目の人口数）

西区の2020（令和2）年の人口は、201５（平成2７）年と比較して13,432人増（14.5%
増）となっており、24区中第1位の増加率となっている。

西区では旺盛なマンション建設が継続しており、人口増の大きな要因となっている。

人口増減の状況（人口増加率の高い順）

順位 区名 H27 R2 増減数 増減率

1 西区 92,430 105,862 13,432 14.5%

2 北区 123,667 139,376 15,709 12.7%

3 中央区 93,069 103,726 10,657 11.5%

4 福島区 72,484 79,328 6,844 9.4%

5 天王寺区 75,729 82,148 6,419 8.5%

大阪市全体 2,691,185 2,752,412 61,227 2.3%
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２－３ 人口推移（将来予測）

市内中心部において人口増加率が高く
なっている。

2015（平成27）年から2020（令和2）年
にかけての人口増減

2020（令和2）年から25年後
にかけての人口増減（予測）

プラス（増加） 北区、都島区、福島区、中央区、西区、天王寺区、浪速区、淀川区、東成区

▲10%未満 此花区、城東区、鶴見区、阿倍野区

▲20%未満 西淀川区、東淀川区、旭区、住吉区

▲30%未満 港区、生野区、住之江区、東住吉区、平野区

▲30%以上 大正区、西成区

4
西区では2045年にかけても人口が増加



２－４ 人口推移 自然増減率（出生率・死亡率）

・自然増減率とは、人口1,000人あたりの人口増減（出生数－死亡数）

（各地域において、出生・死亡のみでみた場合のその年度内における人口の増減を図る指標で、

千分率（自然増減数／人口×1000）で表す。）

・全国的に出生数より死亡数が上回っている
中、西区においては出生数が死亡数を上回って
いる。

・20２０（令和2）年、西区は大阪市内におい
て自然増減率が一番高い。
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（参考） 2020（令和2）年の出生数と死亡数比較（単位：人）

出生数 死亡数 差し引き

全国 840,832 1,372,648 -531,816

大阪市 20,152 29,598 -9,446

西区 1,078 667 411
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(平成17年)

2010年
(平成22年)

2015年
(平成27年)

2020年
(令和2年)

全国 -0.2 -1.0 -2.2 -4.2

大阪市 -0.6 -1.1 -1.9 -3.4

西区 2.9 5.2 5.5 3.9

（千分率）



２－５ 人口推移 社会増減率（転入率・転出率）

・社会増減率とは、人口1,000人あたりの人口増減（転入数－転出数）

（各地域において、転入・転出のみでみた場合のその年度内における人口の増減を図る指標で

千分率（社会増減数／人口×1000）で表す。）

・西区においては200５（平成1７）年以降、
人口1,000人あたり20人前後の人口増加（転入
超過）となっていたが、直近ではその増加率が
小さくなっている。

・2020年、大阪市における西区の社会増減率
は、中央区、福島区、北区に次いで高い。

（参考）2020（令和2）年の転入数と転出数比較  （単位：人）

転入数 転出数 差し引き

大阪市 206,128 183,567 22,561

西区 11,765 10,103 1,662

社会増減率 (千分率)

2005年
（平成17年）

2010年
（平成22年）

2015年
（平成27年）

2020年
（令和2年）

大阪市 3.1 2.6 6.1 8.2

西区 22.8 18.7 28.4 15.7
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２－６ 人口推移（地域別人口）

連合別世帯数・人口

世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口

西船場 2,448 3,626 3,020 4,184 572 558 23.4% 15.4%

江戸堀 5,875 10,120 7,409 11,894 1,534 1,774 26.1% 17.5%

靱 1,971 3,059 2,737 3,999 766 940 38.9% 30.7%

明治 1,658 2,448 2,644 3,562 986 1,114 59.5% 45.5%

広教 3,490 6,590 5,264 9,055 1,774 2,465 50.8% 37.4%

西六 7,481 13,023 7,970 14,101 489 1,078 6.5% 8.3%

堀江 6,802 11,172 7,146 11,552 344 380 5.1% 3.4%

高台 4,545 7,480 4,639 7,769 94 289 2.1% 3.9%

日吉 3,588 7,158 4,273 8,359 685 1,201 19.1% 16.8%

千代崎 1,121 2,105 1,375 2,190 254 85 22.7% 4.0%

本田 5,317 9,913 7,118 11,864 1,801 1,951 33.9% 19.7%

九条東 2,198 3,826 2,483 4,004 285 178 13.0% 4.7%

九条南 2,657 5,148 3,678 6,034 1,021 886 38.4% 17.2%

九条北 3,063 6,750 4,035 7,324 972 574 31.7% 8.5%

合計 52,214 92,418 63,791 105,891 11,577 13,473 22.2% 14.6%

連合名
2020（令和2）年（速報）2015（平成27）年（速報） 増減数 増減率
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・地域によって数値に大きな差異はあるものの、14全ての地域で世帯数、人口ともに
増加している。

・特に、明治、広教、両地域では世帯数の増加率は50%超、人口も40％前後の伸びと
なっている。



３ 人口構成 （年齢３区分別 割合 令和3年11月1日現在）

人口を「0歳～14歳」「15歳～64歳」「65歳以上」の年齢3区分で分けると次のとおり。

西区の65歳以上人口の割合は15.6％で24区で一番低い。

0歳～14歳, 

10.5%

11.4%

15歳～64歳, 

63.8%

73.0%

65歳以上, 

25.6%

15.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

大阪市全体

西区全体

2020（令和2）年 人口構成（年齢3区分別）
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４－１ 世帯構成比（人員別構成比）

・ 大阪市内では世帯全体の過半数が単身世帯となっている。
西区は63.8％が単身世帯。
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４－２ 世帯構成（単身世帯）

・全国の単身世帯の比率38.0に比べ、大阪市は53.6％と高いが、

中でも西区は63.8で、24区中４番目に高い。

・5年前と比べても、6.4％増加している。

世帯数総数 単身世帯数
単身世帯
の割合

西区（2015（平成27）年） 52,106 29,889 57.4%

西区（2020（令和2）年） 63,849 40,763 63.8%
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４－３ 世帯構成（高齢者単独世帯）
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・65歳以上の世帯員がいる一
般世帯のうち、65歳以上の者
だけの単独世帯の割合につい
て、西区の割合は大阪市より低
いものの、その差は小さくなっ
てきている。



５－１ 住宅（住宅の建て方）
住宅の建て方別 世帯居住割合（2020（令和2）年）

・西区内における共同住宅の割合は92.3％と大阪市内の平均73.9％を大きく上回っている。

また、5年前の西区内の数値89.8％からさらに上昇している。

大阪市 一戸建 長屋建 共同住宅 その他 合計

世帯数 343,041 33,941 1,073,866 1,408 1,452,256

割合 23.6% 2.3% 73.9% 0.1% 100.0%

西区 一戸建 長屋建 共同住宅 その他 合計

世帯数 4,624 229 58,564 65 63,482

割合 7.3% 0.4% 92.3% 0.1% 100.0%
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2.3%

73.9%

0.1%

大阪市

一戸建

長屋建

共同住宅
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7.3%

0.4%

92.3%
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５－２ 住宅（共同住宅の階層別状況）

・西区内における15階以上の高層マンションに居住する世帯数の割合は24.0％と、大阪市内の平

均14.0％を大きく上回っている。また、5年前の西区内の数値21.4％からさらに上昇している。

3.5%

24.7%

34.5%

24.8%

12.6%

大阪市

１・２階

３～５階

６～10階

11～14階

15階以上

0.2%

5.0%

31.8%

41.6%

21.4%

西区

１・２階

３～５階

６～10階

11～14階

15階以上

大阪市 １・２階 ３～５階 ６～10階 11～14階15階以上 合計

世帯数 32,273 256,549 367,293 267,569 150,182 1,073,866

割合 3.0% 23.9% 34.2% 24.9% 14.0%

西区 １・２階 ３～５階 ６～10階 11～14階15階以上 合計

世帯数 128 2,641 17,169 24,579 14,047 58,564

割合 0.2% 4.5% 29.3% 42.0% 24.0%
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６ 就学前児童（0歳～5歳の増加率）

・2015（平成27）年から2020（令和27）年にかけて全国の人口が減少している中、大阪市に
おいては2.3％の増となっている。しかし、0歳から５歳までの就学前児童数については大阪市に
おいても3.1%減少している状況。

・一方、西区の就学前児童数については、13％増と大きく伸びている。しかも0歳から5歳の全て
の階層においてプラスとなっている。
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2015( 27) ( )

0 1 2 3 4 5

127,094,745 6,031,675 957,190 970,336 1,006,691 1,012,766 1,040,723 1,043,969

2,691,185 120,185 20,752 20,286 20,119 19,838 19,894 19,296

92,430 5,240 1,038 999 918 798 805 682

2020( 2) ( )

0 1 2 3 4 5

126,146,099 5,514,746 831,824 866,525 910,005 934,063 973,665 998,664

2,752,412 116,435 19,427 19,481 19,298 19,230 19,544 19,455

105,862 5,923 1,039 1,023 967 1,011 973 910

-0.7% -8.6% -13.1% -10.7% -9.6% -7.8% -6.4% -4.3%

2.3% -3.1% -6.4% -4.0% -4.1% -3.1% -1.8% 0.8%

14.5% 13.0% 0.1% 2.4% 5.3% 26.7% 20.9% 33.4%



７ 小中学校の現況(区内の小中学校の学級数・児童生徒数)
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・学校によって状況は異なるが、西区全体としては増加傾向
が続いている。

・いずれの中学校も増加傾向が続いている。
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８－１ 南海トラフ巨大地震被害想定
・南海トラフ巨大地震による津波浸水想定【危機管理室】

マグニチュード９．１レベルの南海トラフ巨大地震が発生した場合の大阪市域への津波の

浸水想定は、次ページ（8－2）のとおり。

西区のほぼ全域にわたり津波が浸水する想定。

地震発生後、直ちに避難を開始した場合、人的被害が大幅に減らせる。
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８－２ 南海トラフ巨大地震被害想定
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９ 街頭犯罪発生件数

・街頭犯罪発生件数全体は減少傾向にあるが、自転車盗の街頭犯罪全体に占める割合が8
割程度と、大阪市で3番目に高い割合になっている。
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出典一覧

・大阪市政策企画室HP「将来推計人口」

・総務省「平成2７年・令和2年国勢調査」

・厚生労働省「人口動態統計」

・大阪市「学校現況調査（平成2９年～令和３年各５月１日現在）」

・大阪市市民局HP 「大阪市の犯罪発生状況」

・大阪市危機管理室HP

「大阪府域における南海トラフ巨大地震の被害想定（人的被害・建物被害）」

19


